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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和　　年　　月　　日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

○高い志と目標に向
かう生徒の学習意欲
を向上させるため、
組織的に指導する。

①生徒の学習意欲向上に向け、多
面的に組織的指導を実施する。デ
ジタルとアナログを融合した個別
最適化学習の推進を通じ、授業改
善や学習計画（シラバス）を策定
し、生徒が主体的に学習できる環
境を整備する。
②教員間の授業相互観察など授業
力向上研修を充実させる。
③生徒・保護者アンケートの内容
を見直し、改善と適切な実施に引
き続き取り組む。

○進路指導部を中心
とした学年横断的な
進路指導体制を構築
する。

①進路指導部を中心に学年横断的
な進路指導体制を確立する。『進
路の手引き』を活用し、１学年か
ら３年間を見通した進路指導を行
うことで、生徒に適切なキャリア
意識を育む。
②進学希望者の進路実現力を高め
るため、保護者への意識啓発や生
徒の学力向上に向けた具体的方策
を実施する。

○生徒の自律心と人
間力を育成するため
の組織的な支援体制
を構築する。

①挨拶・服装・整理整頓等の指導
を通じて基本的生活習慣を確立
し、自律心を育む。
②「テーマ」×「学問」から社会
とつながる探究を行う「総合的な
探究の時間」を充実させ、生徒の
主体的な学習活動を促進し、進路
を実現する力を高める。
③体育祭、文化祭等の学校行事の
充実を図り、生徒の自主性を生か
した豊かな学校生活を実現する。

〇特色ある部活動や
特別活動等の充実
と、安心安全な制度
整備を進める。

①生徒が自らの可能性を追求して
達成感を感じさせられる部活動や
特別活動などの充実と、安心・安
全な制度整備を進める。
②非認知能力（あきらめない力、
頑張る力、コミュニケーション力
等）の育成に取り組む。

○学校運営協議会や
学校評価懇話会を活
用し、PTA後援会・同
窓会・地域と連携し
た開かれた学校体制
を構築する。

①学校の教育活動を積極的に発信
し、保護者・地域・卒業生などに
川口高校のファンを増やす。
②地域（行政、企業、他教育機関
等）との連携を一層充実させる。

○川口高校の教育活
動を積極的に広報す
る体制を構築する。

①学校ホームページや保護者連絡
ツール等を活用し、学校の最新情
報を迅速かつ正確に提供する。
②学校説明会やイブニング説明会
を工夫して開催し、魅力発信に努
める。
③SNSの活用など、新たな伝達方
法を研究し、効果的な情報発信を
目指す。

１

「高く正し」
【現状】
朝読書の取組などを通じて落ち
着いた雰囲気の中で授業が行わ
れており、１人１台のタブレッ
ト等を活用した個別最適化学習
が進められている。これによ
り、生徒が主体的に学習し、自
己実現を図る教育活動が推進さ
れている。
【課題】
早期に生徒一人ひとりが高い志
や明確な目標を持てるように、
授業を中心にハード・ソフト両
面で教員の指導力を総結集し、
支援するさらなる体制づくりが
必要である。併せて、生徒が主
体的に学習に取り組み、自らの
可能性を最大限に引き出し進路
を実現できる力の育成が求めら
れている。

①学校運営協議会や学校評価懇話
会を通じて地域との連携・協働が
進んでいるか。
②地域と連携した活動を実施でき
ているか。

３

「魅力発信」
【現状】
学校ホームページによる情報発
信により、保護者や地域の方々
から一定の評価を得ている。ま
た、保護者連絡ツール等を活用
し、きめ細やかな連絡体制を確
立している。学校説明会を３
回、イブニング説明会を５回開
催するなど、学校の魅力発信に
努めている。
【課題】
学校ホームページ等の更なる活
用に加え、渉外広報部を中心と
した組織的な情報発信体制の整
備やSNS活用など、より効果的な
魅力発信のための体制づくりが
必要である。

①学校ホームページや連絡アプリ
「Chimelee」による情報提供が迅
速かつ正確に行われているか。
②学校説明会等を工夫し、積極的
に情報発信できているか。
③SNSの活用など、新たな情報発
信方法の研究を進めることができ
たか。

①部活動・特別活動への満足度や
学校生活全般の満足度が向上して
いるか。
②生徒間で対話や相互理解が深
まっているか。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（　月　日 現在 ）

不十分(４割未満)

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

現状と課題 方策の評価指標

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

①主体的に学習して自己実現を図
る生徒を育成するために、適切な
学習計画（シラバス）の策定や授
業改善等に取り組んだか。
②教員間で授業相互観察や研修を
実施し、指導力向上を図れたか。
③生徒・保護者アンケートの改善
により取組状況把握の方法を研究
できたか。

①挨拶・服装・整理整頓等の年間
目標を適切に実施し、自律心を育
成できているか。
②総合的な探究の時間の年間計画
を定め、目標達成ができている
か。
③生徒の主体性を生かした体育
祭・文化祭等の学校行事により生
徒の自主性と人間力を育むことが
できたか。

①進路指導に意欲的に取り組み、
適切なキャリア意識を持つ生徒の
割合が増加しているか。進路未決
定者の割合が減少しているか。
②保護者向け進路説明会を適切に
開催できているか。生徒の学力向
上のための進学補講などを実施で
きたか。

評価項目の達成状況

２

「文武自考」
【現状】
生徒一人ひとりを大切にする指
導により、基本的生活習慣は整
いつつある。体育祭や文化祭な
どの学校行事においても、安
心・安全な環境の下で生徒の主
体的な活動が多く設定されてい
る。
【課題】
教員間で共通理解に基づく継続
かつ統一した指導体制の構築
と、生徒のメンタルヘルスを含
めた安心・安全な支援体制のさ
らなる整備が必要である。これ
により、生徒が自らの可能性を
追求し、主体的に学習や諸活動
に取り組み、進路実現力や人間
力を向上させる体制づくりを目
指す。

令 和 ８ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 川 口 高 等 学 校 ）　　　　S０２

目指す学校像 生徒の可能性を追求し、進路を実現する力と人間力を高める学校

重　点　目　標
１　高く正し…高い志と目標を持ち、主体的に学習して自己実現を図る生徒育成の教育体制構築を推進
２　文武自考…主体的に取り組む生徒を育成するための活力と特色ある教育活動を推進
３　魅力発信…本校の魅力を積極的に情報発信を行い、信頼される学校づくりを推進

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)

達
成
度

　　出席者　学校関係者　　　　名
　　　　　　生徒　　　　　　　名
　　　　　　事務局(教職員)　　名


